
言葉のお守り                                                    ２０２０年４月３０日 

 

「Ｋｅｅｐ Ｔｒｙｉｎ‘」 宇多田ヒカル 

 

「もし８時間、木を切る時間を与えられたら、そのうちの６時間を、私は斧を研ぐのに使うだろう。」 リンカーン 

 

「小異を捨てて大同につく」 

 

「僕の前に道はない。僕の後ろに道はできる。」 『道程』 高村光太郎 

 

「政治はあまりに重大なことゆえ、とても政治家たちに任せきりにはできない。」 ド・ゴール元仏大統領 

 

「月下推敲」 

 

「Cool head, but warm heart」 アルフレッド・マーシャル 

 

「Can’t Stop Believing」 TETSUYA 

 

「Trust my feelings」 柴咲コウ 

 

「北京の蝶々。一点突破、全面展開。 実践なき理論は空虚。理論なき実践は暴挙。 民主主義は時間がかかる。」    

北川正恭教授 

「役人は政策を作りたがる。」 塚本壽雄教授 

 

「最低限自分がやらなきゃいけないことが努力」 吉永小百合 

 

「恒産なくして恒心なし」 孟子 

 

「人は変われる。世界はシンプルである。誰でも幸福になれる。人生の意味は他者への貢献である。」 アドラー 

 

「人は金平糖のようなもの」 

 

「それでよしとしない」 

 

「口さがない人はいっぱいいる。うたれてなんぼ。」 

 

「結論急がず、悩みに耐える。ネガティブ・ケイパビリティ。」 帚木蓬生 

 

「その人の生き方の中で、今ここでするべきでない「違うこと」をしないこと」 吉本ばなな 

 

「痛かったでしょ？ ただ、そういうふうに言ってほしかった。責任とか、傷とか、障がいとかの話ではなくて。」 

『サーカスナイト』 吉本ばなな 

「君はこれから世界でいちばんタフな１５歳の少年になる。」  『海辺のカフカ』 村上春樹 

 

「悲しくなったり 切なくなったり ため息吐いたり 惨めになったり いつかは失ういのちを思ったり 

それでも僕らは息をしよう」                      『マーチングバンド』 ASIAN KUNG-FU GENERATION 

 

「むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく、ふかいことをおもしろく、おもしろいことをまじめに、 

まじめなことをゆかいに、そしてゆかいなことはあくまでもゆかいに」                        井上ひさし 

「記憶せよ 抗議せよ そして生き延びよ」 井上ひさし 

 

「あなたのすることのほとんどは無意味であるが、それでもしなくてはならない。そうしたことをするのは世界を変えるた

めではなく、世界によって自分が変えられないようにするためである。」                 マハトマ・ガンジー 

 

「「考える」とは思いを巡らせること。過去にも未来にも」 加藤登紀子 

 

「大人の言葉を鵜呑みにせず、自分で考えて動いてください。」 あさのあつこ 

 

「それは考えてねーじゃん。悩んでいるだけじゃん。」 鴻上尚史 


